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３－２ 教育訓練の開発方針 

(1)開発方針の検討

機械系、電子情報制御系でそれぞれ分かれて図 1

及び図 2 のとおり検討され、両系とも中堅技術者

は、企業の課題解決に寄与できる人材の育成を目

的とし、そのために必要な能力や手段、技術は何

かという観点で教育訓練プログラムを開発するこ

ととした。 

(2)教育訓練プログラム開発方針

教育訓練プログラムの目的（目標）を「CS の向

上」「品質の向上」「QCD の推進」「生産設備の安定

稼働」と「生産の自動化」の 5つとした。 

機械系は、教育訓練プログラムの目的を「CS の

向上」「品質の向上」「QCDの推進」として、主に製

品の企画・開発・設計の職務向けのプログラム開

発とした。 

図１ 機械系における検討 

　電子情報制御系は、教育訓練プログラムの目的

（目標）を「生産設備の安定稼働」「生産の自動

化」として、生産設備の設計や生産設備の保守・

保全の職務向けのプログラム開発とした。

図２ 電子情報制御系における検討 

３－３ 教育訓練プログラムの作成 

9つの教育訓練プログラムが、3-2で検討した開

発方針に基づいて、開発された。 

(1)機械系（機械設計分野） 

 製品の企画・開発・設計に関する職務の方を対

象として、以下の3プログラムを開発した。 

表１ 機械系で開発した教育訓練プログラム 

(2)電子情報制御系

生産設備の設計や保守・保全に関する職務の方

を対象として、以下の6プログラムを開発した。 

表２ 電子情報制御系で開発した教育訓練プログラム 

４．今後の課題とまとめ 

本調査研究で開発した教育訓練プログラムは、

広く公開し、機構内の職業能力開発を始め、様々な

教育訓練機関において活用が見込めるが、プログラ

ムを活用した教育訓練の実施には、様々な問題点が

予想されることから、実施に向けた課題として以下

の通り挙げられた。 

・実習課題の開発

・実習機器の整備

・教材の開発

・講師の選定

今後は、課題点を解決しつつ、教育訓練プログ

ラムの周知を図りたい。
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